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まえがき

みなさんは自分の実践を丁寧に語りながらふり返る機会がありますか。ま

た、他の人の実践をじっくりと聴いて、共に学ぶ機会がありますか。

これまで日本語教育分野でおこなわれてきた教師研修は、講師を中心とし

た講演会や参加型のワークショップが中心で、学ぶ内容が予め決まっていた

り、単発的な研修が多く見られます。一方、本書で取り上げるラウンドテー

ブル型教師研修は自分たちの実践を出発点として仲間とともに丁寧にふり返

り、それを継続的に行い、コミュニティもつくっていくことを目指している

ため、これまでにない「新しい教師研修スタイル」と言えます。筆者らは、

当該研修を 2008 年から東京と北京で数回実施し、2015 年から「学びを培う

教師コミュニティ研究会」（https://manabireflection.com/）を立ちあげて、毎

年、中国（上海）、ベトナム、国内（東京、兵庫、長崎など）で活動を展開し

てまいりました。

日本語教師を取り巻く教育現場も学習者も、そして教師自身も多様です。

このような中で日本語教師は様々なことに配慮しながら１つの方法やこれま

での教え方などにとらわれることなく、日々の授業などと向き合い、しなや

かに対応することが求められています。そして、日々泥臭く奮闘する日本語

教師自身の中には、経験から得た知識や実践から感じとった感覚が育ってい

ると思われます。このような力の元となっていることや自身の経験を当該研

修で言葉に紡いだり、紐解いたり、仲間と探求し合うことには、果たしてど

のような意味があるでしょうか。

本書では、「実践を省察するラウンドテーブル型日本語教師研修」によっ

て、どのようなことが可能になるのかについて提案したいと考えています。

これまで本研修に参加したことがない方に本研修のイメージを持っていただ

くだけでなく、すでに本研修に参加してくださった方にも研修で体験したこ

とは何だったのかなどについて考えられる機会にできれば幸いです。本研修

で目指しているのは、具体的には以下のとおりです。
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（1）  実践を協働で丁寧に語り、聴くことによって実践から省察する力を

培っていくこと。

（2）  参加した教師たちが互いに互いの学びを支え合うことによってでき

あがる人間関係を育むこと。

（3）  国内の様々なコミュニティ（大学・送り出し機関・日本語学校・

EPA による看護師など・年少者・NPO・ボランティア・ビジネス

など）や海外の日本語教育コミュニティとつながっていくこと。

本研修の参加者からは、次のような声がありました。「このような機会が

これまでなかった。ここでは形にできないことを形にしている」、「さまざま

な経験や価値観を感じ、熱気に満ちていた」、「毎年参加させてもらっていま

すが、いつも違う感動があります」、「報告者の話を聴いて、改めて自分の場

合はどうするか考えた」、「実践を聴いて自分もまた頑張ろうという気持ちに

なった」、「学校教育以外に企業の方の話も聴くことができ、立場の異なる

方々ともつながりがあることを実感した」、「参加者が互いに尊重できる会

だった」、「国内外の違いはあるが、同じ教師として共通する点が多いことに

気づいた」、「語り手の話を聴いて、自分の実践と照らし合わせ、考えるとこ

ろがあったなと思った」

本書では、当該研修の考え方を支える理論を紹介したうえで、これまで

行ってきた本研修の具体的な実践例を書きました。本書を通して読者のみな

さまの実践からの学びを下から支え、多くの日本語教育関係者を励まし、拠

り所となれば幸いです。それでは、「新しい教師研修」の世界を見ていきま

しょう。
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